
（1） 白話か文言か：日本古典詩歌の中国語訳について（その三）

研
究
ノ
ー
ト白

話
か
文
言
か

：

日
本
古
典
詩
歌
の
中
国
語
訳
に
つ
い
て
（
そ
の
三
）

―
―

銭
稲
孫
と
『
万
葉
集
』
の
翻
訳

呉　
　

衛
峰

は
じ
め
に

　

筆
者
は
か
つ
て
和
語
韻
文
の
中
国
訳
の
文
体
選
択
を
め
ぐ
っ
て
、
銭
稲
孫
の
『
漢
譯
萬
葉
集
選
』
を
中
心
に
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
１
。
こ

の
度
は
同
じ
く
万
葉
集
の
中
国
語
訳
を
対
象
に
す
る
が
、
異
な
る
角
度
、
つ
ま
り
口
語
訳
の
角
度
か
ら
銭
稲
孫
の
訳
業
を
検
討
し
た
い
。
研

究
ノ
ー
ト
の
体
裁
上
、
資
料
の
細
部
に
入
り
込
み
本
題
か
ら
や
や
ず
れ
て
し
ま
う
箇
所
も
存
す
る
こ
と
を
断
っ
て
お
く
。

一

　

銭
稲
孫
の
名
前
を
掲
げ
る
と
、
右
記
の
『
漢
譯
萬
葉
集
選
』
に
代
表
さ
れ
る
漢
詩
訳
が
す
ぐ
想
起
さ
れ
、
同
化
（dom

estication

）
翻

訳
の
最
高
峰
と
称
さ
れ
が
ち
で
あ
る
。
し
か
し
、『
漢
譯
萬
葉
集
選
』
に
た
ど
り
着
く
道
程
、
及
び
歿
後
に
『
万
叶
集
精
选
』（
万
葉
集
精
選
）
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と
し
て
結
集
さ
れ
た
銭
の
晩
年
の
翻
訳
実
践
か
ら
伺
え
る
よ
う
に
、
銭
稲
孫
の
翻
訳
に
は
も
う
一
つ
の
顔
が
隠
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
『
漢
譯
萬
葉
集
選
』
の
縁
起
に
つ
い
て
、
新
村
出
に
よ
る
同
書
の
「
後
語
」
に
詳
し
い
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、

昭
和
十
五
年
、
西
紀
一
九
四
〇
、
當
時
の
日
本
學
術
振
興
會
の
一
事
業
た
り
し
日
本
古
典
歐
譯
の
最
初
の
試
み
と
し
て
の
、
英
譯
萬

葉
集
選
の
刊
行
さ
れ
る
こ
ろ
、
相
期
せ
ず
し
て
、
北
京
の
錢
稻
孫
氏
が
、
す
で
に
漢
譯
萬
葉
集
歌
を
、
一
雑
誌
に
発
表
さ
れ
つ
つ
あ

つ
た
の
を
、
私
は
僚
友
鈴
木
虎
雄
博
士
に
因
つ
て
知
り
、
示
さ
れ
て
其
の
贊
辞
と
評
語
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
つ
た
。」
２
と
あ
り
、「
昨

年
（
１
９
５
８
）
五
月
中
旬
、
日
本
學
士
院
よ
り
の
歸
途
、
歌
選
英
譯
の
事
業
に
も
、
附
驥
し
て
参
加
し
た
等
の
因
縁
の
深
遠
な
る
よ

り
、
熱
海
の
凌
寒
荘
に
老
を
養
っ
て
棲

さ
れ
る
佐
佐
木
信
綱
博
士
を
お
尋
ね
し
た
折
に
、
老
博
士
か
ら
萬
葉
集
抄
を
、
英
譯
本
以
外

に
、
廣
く
亞
歐
米
諸
國
語
に
譯
出
し
て
、
斯
の
集
の
精
華
を
示
し
た
い
も
の
だ
、
と
の
抱
負
を
私
に
披
瀝
せ
ら
れ
、
先
づ
以
て
、
善
隣

古
國
の
近
代
語
に
摹
譯
し
て
、
同
國
の
雅
友
に
示
し
た
い
、
と
の
熱
意
を
語
ら
れ
、
そ
れ
に
は
既
に
錢
氏
の
佳
譯
の
好
適
な
る
も
の
が
、

存
す
る
か
ら
、
そ
れ
に
多
少
の
増
修
を
煩
は
し
、
適
當
に
按
配
し
て
、
速
か
に
出
版
し
た
い
も
の
だ
と
の
希
望
を
切
述
さ
れ
た
の
で
あ

つ
た
。
３

　

と
い
う
。

　
「
善
隣
古
國
の
近
代
語
」
と
い
う
表
現
が
何
を
指
す
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
挙
げ
ら
れ
て
い
る
「
一
雑
誌
」
と
い
う
の
は
『
北

平
近
代
科
學
圖
書
館
館
刊
』
の
は
ず
で
あ
る
。
理
由
の
一
つ
は
、
銭
稲
孫
が
他
の
雑
誌
で
万
葉
集
訳
を
連
載
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は

１
９
４
１
年
以
降
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
銭
稲
孫
が
１
９
４
１
年
の
４
月
に
彼
の
最
初
の
万
葉
集
歌
な
ど
の
翻
訳
書
で
あ
る
『
日
本
詩
歌

選
』
を
上
梓
し
て
い
る
が
、
そ
の
「
跋
」
に
は
北
平
近
代
科
学
図
書
館
代
理
館
長
の
山
室
三
良
が
「
昭
和
十
二
年
の
六
月
頃
か
ら
錢
先
生
に

譯
し
て
い
た
ゞ
い
た
萬
葉
の
歌
な
ど
が
つ
も
り
つ
も
つ
て
相
當
の
數
に
な
つ
た
の
で
此
處
に
集
め
て
一
卷
と
し
た
」と
説
明
し
て
い
る
。『
北
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平
近
代
科
學
圖
書
館
館
刊
』
の
創
刊
号
は
１
９
３
７
年
（
昭
和
十
二
年
）
９
月
の
発
行
で
あ
っ
た
の
で
、
銭
に
万
葉
集
の
翻
訳
を
頼
ん
だ
の

は
当
然
そ
の
前
に
あ
た
る
。
実
際
、『
日
本
詩
歌
選
』
の
冒
頭
に
あ
る
万
葉
集
一
番
の
雄
略
天
皇
の
歌
の
訳
は
、『
北
平
近
代
科
學
圖
書
館
館

刊
』
の
創
刊
号
に
見
ら
れ
る
銭
稲
孫
の
「
日
本
古
歌
詮
譯
二
則
」
に
見
ら
れ
る
同
じ
歌
の
訳
と
は
完
全
に
一
致
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
佐
佐
木
信
綱
の
「
漢
譯
萬
葉
集
選
縁
起
」
を
読
む
と
、
銭
稲
孫
と
は
戦
前
に
は
す
で
に
知
り
合
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
が
、

時
間
的
に
は
辻
褄
の
合
わ
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
読
者
に
煩
雑
だ
と
思
わ
れ
て
も
仕
方
が
な
い
が
、
以
下
の
よ
う
に
引
用
す
る
。

（
前
略
）
一
千
首
を
抄
譯
し
た
英
譯
萬
葉
集
が
、
昭
和
十
五
年
岩
波
書
店
か
ら
公
刊
さ
れ
た
。
隴
を
得
て
蜀
を
望
む
と
い
ふ
や
う
に
、
こ

の
英
譯
が
成
稿
し
て
か
ら
は
、
さ
ら
に
こ
れ
を
基
礎
と
し
て
五
百
首
、
三
百
首
或
は
一
百
首
を
ぬ
い
た
各
國
語
譯
の
シ
リ
ー
ズ
が
で
き

た
な
ら
ば
と
、
切
に
願
ふ
や
う
に
な
つ
た
。
折
か
ら
長
く
日
本
に
在
住
し
て
を
ら
れ
た
中
國
の
錢
稻
孫
君
と
、
ド
イ
ツ
の
ツ
ァ
ヘ
ル
ト
君

と
を
知
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
、
漢
譯
に
は
市
村
瓚
次
郎
博
士
、
獨
譯
に
は
木
村
謹
治
博
士
に
校
閲
し
て
も
ら
ふ
と
い
ふ
こ
と
で
、
そ

れ
ぞ
れ
兩
君
の
快
諾
を
得
た
。
自
分
は
漢
譯
は
中
日
實
業
協
會
、
獨
譯
は
原
田
積
善
會
の
援
助
を
受
け
て
兩
君
に
依
嘱
し
、
兩
君
は
喜

ん
で
翻
譯
に
従
事
さ
れ
る
こ
と
と
な
つ
た
。
と
こ
ろ
が
第
二
次
世
界
大
戰
の
非
常
に
際
會
し
て
、
兩
君
は
と
も
に
歸
國
せ
ら
れ
、
連
絡

が
途
絶
え
た
の
で
あ
つ
た
が
、
兩
君
は
先
約
を
重
ん
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
母
國
に
お
い
て
翻
譯
を
完
成
し
て
を
ら
れ
た
の
で
あ
つ
た
。
４

日
本
で
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
と
い
う
と
、
ド
イ
ツ
が
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
侵
攻
し
た
１
９
３
９
年
か
、
も
し
く
は
太
平
洋
戦
争
の
勃
発
し
た

真
珠
湾
事
件
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
頃
の
銭
稲
孫
の
在
日
期
間
に
つ
い
て
は
、
清
華
大
学
教
授
と
し
て
サ
バ
テ
ィ
カ
ル
を
利
用
し
て

１
９
３
５
年
か
ら
１
９
３
６
年
に
か
け
て
日
本
で
研
究
休
暇
を
取
っ
て
お
り
、
翌
１
９
３
６
年
８
月
に
帰
国
し
た
こ
と
を
示
す
文
章
が
あ
る
５
。

　

記
憶
違
い
で
時
間
を
間
違
え
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
と
に
か
く
佐
佐
木
信
綱
が
万
葉
集
の
中
国
語
訳
を
銭
稲
孫
に
依
頼
し
、
承
諾
を
得

た
の
は
事
実
で
あ
ろ
う
。
戦
時
中
の
１
９
４
２
年
の
末
、
佐
佐
木
ら
十
二
人
が
選
定
し
た
『
愛
国
百
人
一
首
』
が
発
表
さ
れ
た
直
後
、
銭
稲
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孫
は
１
９
４
３
年
１
月
１
日
発
行
の
『
中
國
留
日
同
學
會
季
刊
』
第
二
号
に
「
講
譯
日
本
新
選
「
愛
國
百
人
一
首
」（
一
）」
と
い
う
題
で
万

葉
集
よ
り
選
ん
だ
歌
の
訳
を
載
せ
て
い
る
。
そ
の
後
二
ヶ
月
の
う
ち
に
全
訳
が
出
来
た
そ
う
で
、
同
年
の
３
月
に
『
櫻
花
國
歌
話
』
と
題
を

変
え
て
出
版
し
た
。
翌
年
の
８
月
に
発
行
さ
れ
た
『
中
國
留
日
同
學
會
季
刊
』
第
８
号
に
載
っ
て
い
る
同
書
の
広
告
に
は
佐
佐
木
の
コ
メ
ン

ト
が
あ
り
、「
作
者
小
傳
與
詩
歌
批
評
皆
極
適
切
，
蓋
譯
者
深
解
和
歌
又
洞
澈
日
本
國
民
精
神
，
故
能
為
此
佳
譯
。」（
作
者
紹
介
と
詩
の
評

語
は
非
常
に
適
切
で
あ
る
。
和
歌
の
み
な
ら
ず
、
日
本
の
国
民
精
神
を
深
く
理
解
し
て
い
る
訳
者
の
よ
う
な
方
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
れ
ほ
ど
見

事
な
翻
訳
が
出
来
た
の
で
あ
る
）
と
賛
辞
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。

二

　

１
９
３
７
年
か
ら
１
９
４
４
年
ま
で
の
間
、
銭
稲
孫
は
お
も
に
四
つ
の
雑
誌
に
万
葉
集
の
翻
訳
を
発
表
し
て
い
る
。
時
間
順
に
掲
げ
る
と

以
下
の
よ
う
に
な
る
。

一
、『
北
平
近
代
科
學
圖
書
館
館
刊
』
：

①
創
刊
号
（
１
９
３
７
年
９
月
）、「
日
本
古
歌
詮
譯
二
則
」、
内
容
は
万
葉
集
歌
一
、二
６
に
対
す
る
詳
し
い
講
釈
と
漢
詩
訳
で
あ
る
。
講
釈

は
漢
文
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
以
下
同
。

②
第
２
号
（
１
９
３
７
年
12
月
）、「
日
本
古
歌
詮
譯
（
二
）」、
内
容
は
万
葉
集
歌
四
四
六
五
、四
四
六
六
、四
四
六
七
の
三
首
の
講
釈
と
漢
詩

訳
で
あ
る
。

③
第
３
号
（
１
９
３
８
年
２
月
？
、
編
集
後
記
の
日
付
に
よ
る
）、「
日
本
古
歌
詮
譯
（
三
）」、
内
容
は
万
葉
集
歌
三
、四
に
対
す
る
詳
し
い
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講
釈
と
漢
詩
訳
で
あ
る
。

④
第
５
号
（
１
９
３
８
年
12
月
）、「
萬
葉
集
抄
譯
」、
内
容
は
志
貴
皇
子
、
大
伴
家
持
、
柿
本
人
麻
呂
な
ど
に
よ
る
十
首
の
歌
の
日
本
語
原

文
と
漢
詩
訳
で
あ
る
。
講
釈
は
な
し
。

二
、『
中
國
留
日
同
學
會
季
刊
』
：

①
第
２
号
（
１
９
４
３
年
１
月
）、「
講
譯
日
本
新
選
「
愛
國
百
人
一
首
」（
一
）」、
内
容
は
『
愛
国
百
人
一
首
』
に
お
い
て
万
葉
集
よ
り
選

ん
だ
柿
本
人
麻
呂
か
ら
大
伴
家
持
ま
で
の
二
十
三
首
の
歌
の
漢
詩
訳
と
評
語
で
あ
る
。

②
第
３
号
（
１
９
４
３
年
３
月
）、「
安
貴
王
歌
一
首
并
短
歌
」、
内
容
は
万
葉
集
歌
五
三
四
、五
三
五
の
翻
訳
と
原
文
で
あ
る
。
評
語
あ
り
。

③
第
３
巻
第
２
期
、
通
巻
第
７
号
（
１
９
４
４
年
３
月
）、「
萬
葉
一
葉
」、
内
容
は
万
葉
集
歌
一
八
〇
九
、一
八
一
〇
、一
八
一
一
の
詳
し
い

講
釈
と
漢
詩
訳
で
あ
る
。

三
、『
中
和
月
刊
』
：

①
第
２
巻
第
２
期
（
１
９
４
３
年
２
月
）、「
萬
葉
集
選
譯
」、
内
容
は
萬
葉
集
一
、二
、五
、八
、一
三
、一
四
、一
五
、一
六
、一
八
、二
五
、二
八
、

二
九
、三
六
、三
八
、四
五
、四
六
、四
七
、四
八
、四
九
、五
〇
、五
二
、六
二
、六
三
、七
六
、七
七
、七
九
の
漢
詩
訳
と
簡
単
な
評
語
で
あ
る
。
原

文
は
つ
い
て
い
な
い
。

②
第
２
巻
第
３
期
（
１
９
４
３
年
３
月
）、「
萬
葉
集
選
譯　

二
」、
内
容
は
万
葉
集
歌
一
三
一
、一
三
二
、一
三
三
、一
三
五
、一
四
〇
、一
五
三
、

一
六
七
、一
八
一
、一
八
四
、一
八
五
、一
九
四
、一
九
六
、一
九
九
、二
〇
七
、二
一
〇
、二
一
七
、二
二
〇
、二
三
〇
の
漢
詩
訳
と
簡
単
な
評
語

で
あ
る
。
原
文
は
つ
い
て
い
な
い
。

③
第
２
巻
第
４
期
（
１
９
４
３
年
４
月
）、「
萬
葉
集
選
譯　

三
」、
内
容
は
万
葉
集
歌
二
三
五
、二
三
九
、二
五
七
、二
六
四
、二
六
六
、二
九
七
、
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三
〇
四
、三
一
五
、三
一
七
、三
一
八
、三
一
九
、三
二
〇
、三
二
二
、三
二
四
、三
二
八
、三
三
七
、三
三
八
、三
三
九
、三
四
〇
、三
四
一
、三
四
二
、

三
四
三
、三
四
四
、三
四
五
、三
四
六
、三
四
七
、三
四
八
、三
四
九
、三
五
〇
の
漢
詩
訳
と
簡
単
な
評
語
で
あ
る
。
原
文
は
つ
い
て
い
な
い
。

④
第
３
巻
第
２
期
（
１
９
４
４
年
２
月
）、「
萬
葉
集
譯
漢
」、
内
容
は
万
葉
集
歌
一
八
〇
九
、一
八
一
一
の
漢
詩
訳
と
簡
単
な
評
語
で
あ
る
。

原
文
は
つ
い
て
い
な
い
。

⑤
第
３
巻
第
７
期
（
１
９
４
４
年
７
月
）、「
萬
葉
集
選
譯
」、内
容
は
「
貧
窮
問
答
歌
」
や
「
好
去
好
来
歌
」
を
含
む
十
一
首
の
万
葉
歌
で
あ
る
。

原
文
も
評
語
も
な
し
。

四
、『
日
本
研
究
』
：

①
第
１
巻
第
４
期
（
１
９
４
３
年
４
月
）、「
萬
葉
一
葉
」、
内
容
は
万
葉
集
歌
一
へ
の
講
釈
と
中
国
語
訳
で
あ
る
。
訳
は
漢
詩
訳
（
文
言
）

と
口
語
詩
訳（
白
話
）の
二
種
類
が
あ
る
。
同
雑
誌
で
発
表
さ
れ
た
下
記
の
も
の
に
も
大
半
は
漢
詩
訳
と
口
語
詩
訳
の
両
方
が
付
い
て
い
る
。

②
第
２
巻
第
１
期
（
１
９
４
４
年
１
月
）、「
萬
葉
一
葉
」、
内
容
は
万
葉
集
歌
二
〇
、二
一
に
対
す
る
講
釈
と
中
国
語
訳
で
あ
る
。

③
第
２
巻
第
２
期
（
１
９
４
４
年
２
月
）、「
萬
葉
一
葉
」、
内
容
は
万
葉
集
歌
八
九
四
、八
九
五
、八
九
六
に
対
す
る
講
釈
と
漢
詩
訳
で
あ
る
。

口
語
訳
は
な
し
。

④
第
２
巻
第
３
期
（
１
９
４
４
年
３
月
）、「
萬
葉
一
葉
」、内
容
は
万
葉
集
歌
五
六
二
、二
九
〇
三
、九
九
三
、二
六
一
四
、同
「
或
本
歌
」、同
「
一

書
歌
」、
二
五
七
五
、二
四
〇
八
、二
八
〇
八
、二
八
〇
九
に
対
す
る
講
釈
と
中
国
語
訳
で
あ
る
。

⑤
第
２
巻
第
４
期
（
１
９
４
４
年
４
月
）、「
萬
葉
一
葉
」、
内
容
は
万
葉
集
歌
二
三
五
一
、二
三
五
二
に
対
す
る
講
釈
と
中
国
語
訳
で
あ
る
。

⑥
第
２
巻
第
５
期
（
１
９
４
４
年
５
月
）、「
萬
葉
一
葉
」、
内
容
は
万
葉
集
歌
三
八
六
〇
〜
三
八
六
九
の
十
首
に
対
す
る
講
釈
と
中
国
語
訳

で
あ
る
。

⑦
第
４
巻
第
２
期
（
１
９
４
５
年
２
月
）、「
萬
葉
一
葉
」、
内
容
は
万
葉
集
歌
三
七
二
三
〜
三
七
三
〇
の
八
首
に
対
す
る
講
釈
と
中
国
語
訳
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で
あ
る
。三

　

以
上
の
四
つ
の
中
で
特
に
注
目
し
た
い
の
は
、『
日
本
研
究
』
に
連
載
さ
れ
た
「
萬
葉
一
葉
」
で
あ
る
。
他
の
三
誌
で
の
連
載
と
は
違
っ
て
、

七
回
の
う
ち
六
回
は
口
語
訳
が
つ
い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

初
回
で
は
万
葉
集
歌
一
の
雄
略
天
皇
の
歌
を
扱
っ
て
い
る
が
、『
北
平
近
代
科
學
圖
図
書
館
館
刊
』
の
創
刊
号
に
掲
載
し
た
「
日
本
古
歌

詮
譯
二
則
」
の
同
歌
の
漢
詩
訳
を
佐
佐
木
信
綱
の
『
新
訓
萬
葉
集
』（
岩
波
文
庫
）
に
従
っ
て
改
訳
し
た
う
え
、「
試
譯
作
遙
歌
體
」（
試
み

て
歌
謡
体
に
訳
し
た
）
と
断
っ
て
口
語
訳
を
掲
げ
た
。

　

原
文

：

籠
も
よ　

み
籠
持
ち　

掘
串
も
よ　

み
掘
串
持
ち　

こ
の
丘
に　

菜
摘
ま
す
児　

家
聞
か
な　

名
告
ら
さ
ね　

そ
ら
み
つ　

や
ま
と
の
國

は　

お
し
な
べ
て　

吾
こ
そ
居
れ　

敷
き
な
べ
て　

吾
こ
そ
坐
せ　

我
こ
そ
は
告
ら
じ　

家
を
も
名
を
も
７

　

口
語
訳

：

筐
兒
也
�
拿
的
好
筐
兒
／
簽
子
也
�
拿
的
好
簽
子
／
在
這
山
岡
上
／
挑
野
菜
的
小
娘
子
／
你
家
住
在
那
裏
／
你
叫
甚
麼
名
字
／
大
天
底
下

這
大
和
地
／
全
是
我
在
鎮
定
的
／
全
是
我
在
治
理
的
／
我
的
家
�
我
的
名
／
可
都
不
來
告
訴
你
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二
十
世
紀
三
十
年
代
に
な
る
と
、
中
国
の
近
代
口
語
詩
も
徐
々
に
洗
練
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
れ
と
比
べ
れ
ば
銭
稲
孫
の
こ
の
口
語
訳
は
確
か

に
「
歌
謡
体
」
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
言
い
換
え
れ
ば
、
こ
れ
は
銭
稲
孫
の
口
語
詩
の
ス
タ
イ
ル
で
あ
り
、
歿
後
に
出
版
さ
れ
た
『
万
叶

集
精
选
』
に
見
ら
れ
る
口
語
訳
も
大
半
こ
の
よ
う
な
文
体
を
取
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

第
２
巻
第
１
期
掲
載
の
二
回
目
の
「
萬
葉
一
葉
」
で
は
、
万
葉
集
歌
二
〇
、二
一
の
二
首
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
額
田
王
と
大
海
人

皇
子
の
贈
答
の
歌
で
あ
り
、
ま
ず
原
文
を
掲
げ
る
。

　
　
　
　
　
　
　

天
皇
、
蒲
生
野
に
遊
獵
し
給
へ
る
時
、
額
田
王
の
作
れ
る
歌

　
　

二
〇
、
あ
か
ね
さ
す　

紫
野
行
き　

標
野
行
き　

野
守
は
見
ず
や　

君
が
袖
振
る

　
　
　
　
　
　
　

皇
太
子
の
答
へ
ま
せ
る
御
歌

　
　

二
一
、
紫
草
の　

に
ほ
へ
る
妹
を　

憎
く
あ
ら
ば　

人
嬬
ゆ
ゑ
に　

吾
戀
ひ
め
や
も
８

銭
稲
孫
は
漢
詩
訳
を
掲
げ
る
前
に
、
二
首
の
歌
を
口
語
訳
し
て
い
る
。
二
一
に
対
し
て
は
、
解
釈
の
違
い
で
二
つ
訳
し
た
が
、
一
つ
目
の
み

を
掲
げ
る
。

　

口
語
訳
、

　
　

二
〇
�
在
這
映
紅
光
的

　
　
　
　
　
　
　

紫
色
地
裏
�

　
　
　
　
　
　
　

禁
圍
場
上
�
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時
來
時
往
；

　
　
　
　
　
　

看
場
的
人
們
不
會
看
見
嗎
？

　
　
　
　
　
　

你
直
搖
着
長
袖
！

　
　

二
一
�
紫
一
般
鮮
艷
的
人
兒
！

　
　
　
　
　
　

若
不
是
眞
心
裏
愛
；

　
　
　
　
　
　

我
怎
能
為
他
人
妻
�

　
　
　
　
　
　

來
害
這
相
思
也
麼
！

訳
詩
で
は
歌
の
上
の
句
と
下
の
句
を
セ
ミ
コ
ロ
ン
で
区
切
ら
れ
て
い
る
。
歌
二
一
の
最
後
の
二
文
字
「
也
麼
」
は
、
元
明
時
代
の
戯
曲
で
よ

く
使
わ
れ
る
襯
字
（
一
句
の
規
定
の
字
数
以
外
に
さ
し
加
え
ら
れ
た
文
字
）
で
あ
る
が
、
発
音
も
歌
の
「
や
も
」
に
似
て
い
る
。
訳
者
の
遊

び
心
で
あ
ろ
う
が
、
銭
の
口
語
訳
は
民
間
歌
謡
の
特
徴
と
、
元
明
以
来
の
白
話
文
学
の
伝
統
を
継
承
し
て
お
り
、
新
文
化
運
動
以
降
の
近
代

口
語
詩
と
一
線
を
画
す
と
こ
ろ
で
も
あ
る
と
思
う
。

　

文
章
の
最
後
に
、
銭
稲
孫
は
二
首
の
歌
を
五
言
漢
詩
に
訳
し
た
の
で
、
並
び
に
掲
げ
て
お
く
。

　
　

二
〇
、
遊
騁
茜
紫
野　

往
來
圍
禁
場　

虞
人
豈
不
見　

君
袖
時
爾
揚

　
　

二
一
、
妹
也
艷
於
紫　

鍾
愛
在
吾
心　

豈
為
他
人
婦　

勞
思
不
自
禁

　

第
２
巻
第
３
期
の
「
萬
葉
一
葉
」
で
は
、
銭
稲
孫
は
万
葉
集
に
見
ら
れ
る
当
時
の
面
白
い
風
習
を
取
り
上
げ
た
。
眉
が
か
ゆ
い
の
は
、
恋
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人
と
会
う
前
兆
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
歌
二
九
〇
三
と
「
太
宰
大
監
大
伴
宿
祢
百
代
恋
歌
四
首
」
中
の
歌
五
六
二
を
見
よ
う
。

　

原
文

：

　
　

二
九
〇
三
、
い
と
の
き
て　

う
す
き
ま
よ
ね
を　

い
た
づ
ら
に　

か
か
し
め
つ
つ
も　

あ
は
ぬ
ひ
と
か
も

　
　

五
六
二
、
い
と
ま
な
く　

ひ
と
の
ま
よ
ね
を　

い
た
づ
ら
に　

か
か
し
め
つ
つ
も　

あ
は
ぬ
妹
か
も
９　

　

口
語
訳

：

　
　

二
九
〇
三
�
分
外
稀
薄
的
眉
毛
�

　
　
　
　
　
　
　

還
只
教
白
白
的
抓
撓
着
�

　
　
　
　
　
　
　

可
幾
時
會
到
呀
？

　
　
　
　
　
　
　

我
的
冤
家
吆

　
　

五
六
二
�
不
斷
的
教
人
白
抓
撓
着

　
　
　
　
　
　
　

眉
毛
根
腳
�

　
　
　
　
　
　
　

可
幾
時
會
到
呀
？

　
　
　
　
　
　
　

我
的
姣
姣
！

前
者
の
原
文
に
あ
る
「
あ
は
ぬ
人
」
は
「
我
的
冤
家
」
と
な
り
、
後
者
の
「
あ
は
ぬ
い
も
」
は
「
我
的
姣
姣
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
の
が
面
白

い
。「
冤
家
」
と
は
、
元
明
戯
曲
の
中
で
「
恋
人
」
を
指
す
言
葉
で
、「
姣
姣
」
も
俗
語
的
で
「
か
わ
い
い
人
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
銭
稲
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孫
は
終
始
「
愛
人
」「
情
人
」
の
よ
う
な
新
語
を
使
お
う
と
し
な
か
っ
た
。
二
首
の
漢
訳
も
掲
げ
て
お
こ
う
。

　

漢
詩
訳

：

　
　

二
九
〇
三
、
吾
眉
特
疏
落　

還
令
空
自
抓　

信
可
相
逢
兆　

如
何
人
在
遙

　
　

五
六
二
、
眉
根
頻
作
癢　

但
令
空
自
抓　

信
可
相
逢
兆　

如
何
妹
在
遙

お
わ
り
に

　

銭
稲
孫
は
万
葉
集
翻
訳
に
つ
い
て
、
ほ
と
ん
ど
自
分
の
翻
訳
方
法
や
そ
の
理
論
的
根
拠
に
つ
い
て
語
ら
な
か
っ
た
。
た
だ
し
、
初
め
て
雑

誌
に
発
表
し
た
前
掲
の
「
日
本
古
歌
詮
譯
二
則
」（『
北
平
近
代
科
學
圖
書
館
館
刊
』
創
刊
号
、
１
９
３
７
年
９
月
）
で
は
、
万
葉
集
歌
一
の

翻
訳
に
つ
い
て
は
、「
又
歌
謠
在
反
復
永
嘆
，
徵
之
三
百
篇
而
亦
然
」（
ま
た
歌
謡
は
リ
フ
レ
ー
ン
が
多
く
、
詩
経
に
徴
し
て
も
同
じ
で
あ
る
）、

「
譯
文
用
韻
通
庚
陽
，
葩
經
然
也
」（
訳
は
庚
、
陽
を
通
韻
と
し
て
使
っ
て
い
る
の
も
、
詩
経
に
よ
っ
た
の
で
あ
る
）10
、
歌
二
の
翻
訳
に
つ

い
て
は
、「
此
歌
時
代
較
晚
，
而
格
調
猶
樸
古
，
仍
用
葩
經
句
法
為
譯
」（
こ
の
歌
は
時
代
が
比
較
的
に
遅
い
も
の
の
、
格
調
が
古
樸
な
の
で
、

依
然
と
し
て
詩
経
の
句
法
に
な
ら
っ
て
訳
し
た
の
で
あ
る
）
と
い
う
よ
う
に
、
万
葉
集
の
古
い
時
代
の
部
分
を
詩
経
風
に
訳
し
て
い
る
。

　
「
萬
葉
一
葉
」
で
万
葉
集
歌
一
を
漢
詩
風
に
改
訳
し
た
の
ち
口
語
訳
し
た
が
、
と
く
に
そ
の
理
由
を
説
明
し
な
か
っ
た
。
そ
の
後
の
同
連

載
で
も
説
明
が
あ
る
場
合
、
せ
い
ぜ
い
「
用
白
話
試
譯
」（
口
語
で
翻
訳
を
試
み
る
）
と
い
う
だ
け
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
こ

か
ら
銭
稲
孫
が
漢
詩
訳
以
外
に
口
語
訳
の
可
能
性
を
模
索
し
て
い
た
こ
と
が
伺
え
る
で
あ
ろ
う
。
更
に
、遺
稿
を
整
理
さ
れ
出
版
さ
れ
た『
万

叶
集
精
选
』（
万
葉
集
精
選
）
で
は
、
往
々
に
し
て
一
つ
の
歌
に
対
し
て
、
漢
詩
訳
、
口
語
訳
を
含
め
、
数
種
類
の
訳
が
提
示
さ
れ
て
い
る
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こ
と
か
ら
、
彼
は
最
晩
年
ま
で
、
万
葉
集
の
翻
訳
に
関
し
て
、
様
々
な
文
体
の
可
能
性
を
追
求
し
て
い
た
と
言
え
よ
う
。

　

た
だ
し
、
銭
稲
孫
の
口
語
詩
は
、
西
洋
的
文
法
や
近
代
語
彙
を
ふ
ん
だ
ん
に
取
り
入
れ
た
近
代
的
口
語
詩
と
は
や
や
趣
が
異
な
り
、
む
し

ろ
民
間
の
歌
謡
風
で
、
時
々
元
明
時
代
の
散
曲
の
面
影
を
伺
わ
せ
る
。
た
と
え
ば
『
日
本
研
究
』
第
２
巻
第
５
期
の
「
萬
葉
一
葉
」
で
万
葉

集
歌
三
八
六
〇
、

　
　

お
ほ
き
み
の　

つ
か
は
さ
な
く
に　

さ
か
し
ら
に　

ゆ
き
し
あ
ら
を
ら　

お
き
に
そ
で
ふ
る
11

と
い
う
歌
を
口
語
訳
し
て
、

　
　

又
不
是
王
命
差
遣
�

　
　

偏
生
的
自
出
情
緣
�

　
　

去
遠
了
的
荒
雄
兒
�

　
　

大
海
裏
擺
着
袖
子
！

と
し
た
が
、
言
葉
遣
い
と
調
子
は
明
ら
か
に
散
曲
に
似
て
い
る
。

　
『
万
叶
集
精
选
』
に
お
け
る
歌
五
と
い
う
長
歌
の
口
語
訳
は
、
ま
さ
に
散
曲
そ
の
も
の
に
訳
さ
れ
て
い
る
。

　

原
文

：
霞
立
つ　

長
き
春
日
の　

暮
れ
に
け
る　

た
づ
き
も
知
ら
ず　

む
ら
き
も
の　

心
を
痛
み　

ぬ
え
こ
鳥　

う
ら
な
け
居
れ
ば　

玉
だ
す

き　

か
け
の
よ
ろ
し
く　

遠
つ
神　

わ
が
大
君
の　

行
幸
の　

山
越
す
風
の　

ひ
と
り
居
る　

わ
が
衣
手
に　

朝
夕
に　

か
へ
ら
ひ
ぬ
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れ
ば　

ま
す
ら
を
と　

思
へ
る
我
も　

草
枕　

旅
に
し
あ
れ
ば　

思
ひ
遣
る　

た
づ
き
を
知
ら
に　

網
の
浦
の　

海
女
娘
子
ら
が　

焼

く
塩
の　

思
ひ
そ
焼
く
る　

わ
が
下
心
12

　

口
語
訳

：

　
　

春
霞
飘
渺
�
日
长
杳
杳
�

　
　

不
知
不
觉
黄
昏
了
�

　
　

肺
腑
里
独
自
伤
心
�

　
　

叹
息
像
夜
啼
的
小
鸟
�

　
　

奉
侍
着
神
王
�

　
　

行
旅
在
远
道
；

　
　

过
山
风
�
吹
得
我
衣
袖
飘
飘
�

　
　

朝
朝
暮
暮
�
离
家
草
草
�

　
　

一
向
自
夸
好
汉
�

　
　

究
竟
是
旅
路
萧
条
；

　
　

这
闲
愁
�
怎
得
消
？

　
　

网
浦
的
海
女
煎
盐
�

　
　

煎
得
我
内
心
焦
了
�13

　

こ
の
よ
う
な
訳
し
方
は
銭
稲
孫
の
翻
訳
文
体
の
実
験
に
お
け
る
一
つ
の
側
面
に
過
ぎ
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
漢
詩
訳
の
み
な
ら
ず
、
歌



（14）

謡
体
、
元
明
散
曲
体
な
ど
の
口
語
訳
の
試
み
は
、
す
く
な
く
と
も
『
漢
譯
萬
葉
集
選
』
の
準
備
段
階
に
あ
た
る
１
９
４
０
年
代
に
は
す
で
に

始
ま
り
、
こ
の
模
索
の
作
業
を
人
生
の
最
後
ま
で
貫
い
た
の
で
あ
る
。

注１　
「
和
歌
の
翻
訳
と
異
文
化
体
験
の
問
題―

銭
稲
孫
著『
漢
訳
萬
葉
集
選
』を
中
心
に―

」『
東
北
公
益
文
科
大
学
総
合
研
究
論
集
』第
十
二
号（
２
０
０
７

年
６
月
）、
五
九
〜
七
二
頁
。

２　

銭
稲
孫
著
『
漢
譯
萬
葉
集
選
』（
日
本
学
術
振
興
会
、
１
９
５
９
年
３
月
）、
一
八
九
頁
。

３　

同
前
、
一
八
九
〜
一
九
〇
頁
。

４　

同
前
、
一
八
五
〜
一
八
六
頁
。

５　

韦
庆
媛
『
图
书
馆
的
另
类
馆
长
钱
稻
孙
』、�
读
书
�
２
０
１
０
年
８
月
。

６　

歌
番
号
は
新
日
本
古
典
文
学
大
系
に
よ
る
。
以
下
同
。

７　

歌
の
引
用
は
雑
誌
原
文
に
よ
る
。
現
在
通
行
の
も
の
と
異
な
る
部
分
が
あ
る
。

８　

歌
の
引
用
は
雑
誌
原
文
に
よ
る
。

９　

歌
の
引
用
は
雑
誌
原
文
に
よ
る
。

10　

音
韻
学
で
い
え
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
中
古
の
音
韻
分
類
で
あ
る
庚
部
と
陽
部
に
属
す
る
字
は
同
じ
詩
の
中
で
押
韻
す
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
。
し
か
し

清
朝
の
学
者
は
、
詩
経
で
は
庚
部
の
一
部
と
陽
部
の
字
が
同
じ
詩
の
中
で
押
韻
し
て
い
る
こ
と
を
発
見
し
た
。
つ
ま
り
「
韻
通
庚
陽
」
で
あ
る
。

11　

歌
の
引
用
は
雑
誌
原
文
に
よ
る
。

12　

佐
竹
昭
広
等
校
注
『
萬
葉
集　

一
』
新
日
本
古
典
文
学
大
系
（
岩
波
書
店
、
１
９
９
９
年
５
月
）、
一
六
〜
一
七
頁
。

13　

钱
稻
孙
译
�
万
叶
集
精
选
�(

北
京

：

中
国
友
谊
出
版
公
司
�
１
９
９
２
年
１
月)
�
八
頁
�


